
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年のごあいさつ 

 

 

                                    

 

            

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

VOL９１ 令和７年４月号 

令和７年度の市の予算を決める第１回所沢市議会定例会が閉会しました。一般会計総額 1258億 

3000 万円,令和６年度比 3.4%の伸びで景気回復基調を受け、市税収入の一定程度の増加が見込ま

れるものの、人件費や物価高騰による経費増大で厳しい財政運営が求められます。小野塚市長の

公約「所沢を日本一のまちにする」ためには「小・中学校の給食無料化」１８歳までの子ども医

療費助成など子ども真ん中市政だけではなく、高齢者、障がい者、若者にとっても日本一でなけ

ればなりません。そのための予算に込めた市長の思いを議会で小野塚市長に質しました。市長答

弁では「子ども中心とする施策を基本に置きながら、市民の皆さんの幸せの基盤をつくる予算に

なっている。福祉予算では３６億円増額の中、高齢者には介護予防と介護について地域包括支援

センターを中心に誰もが安心して住み続けられるきめ細かい施策、障がい者の方には日々の生活

の寄り添った施策、地域で自立して生活できるように支援センターを中心に進めていく」との答

弁でした。また予算執行にあたって丁寧に利用者の声に耳を傾けながら行う事を求めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ３月議会報告 

 「所沢を日本一にする」予算について市長に質す。 

、 
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★こどもを中心としたまちづくり        ◎２０３０年度中核市に向けて                               

★地域のつながりを活かしたまちづくり   ◎２０３０年度保健所設置に向けて 

★健幸長寿のまちづくり            ◎ところバス・ところワゴン高齢者無料化に向け 

★人と自然が共生するまちづくり       ◎小・中学校体育館エアコン設置に向けて 

★所沢の魅力を高めるまちづく        ◎２０２８年度市民医療センター再整備 

 

 

 

 

 

 令和７年度所沢市のまちづくり 
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今年の１月２８日八潮市で道路陥没事故が発生しましたが、まだ 

仮復旧も年内かかるといわれています。 下水などのインフラの 

老朽化は所沢市でも問題になっており、大きな陥没は今のところ 

所沢では起こっていませんが、今年２月２４日松ヶ丘で漏水事故 

があり、テレビでも大きく報道されました。所沢市では設置され 

て５０年近く経った上下水道管がまだ多くあり、点検・敷設替え 

はどうなっているのか質しました。市では漏水事故後緊急点検を 

行い、これまでストックマネージメント計画で段階的に更新・修 

繕・長寿命化を行ってきましたが、更に今回の事故を受け、適切 

に対応していくとの答弁でした。これからも市民の安全のためイン 

フラ整備しっかりとチェックしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  一般質問 

 防犯対策・空き家対策・地域の安全 

の 

 八潮市道路陥没事故 所沢市は大丈夫か？ 

 

の 

       市政報告会のご案内 

 日 時 ２０２５年４月２７（日）午後 1時～    

  会 場 所沢駅西口駅前 西武百貨店８階バンケットルーム 

 全国各地で闇バイトやいわゆる「トクリュウ」と呼ばれる組織による凶悪な強盗事件が多発して 

います。所沢市でも被害が出ており、市の対応について質問しました。市としては今年度県の補助

金で商店街などへの防犯カメラ設置などを予定していますが、市としても自治会などへの防犯カメ

ラ設置補助を求めました。また市は所沢警察と連携して広報などの予防対策や地域の防犯協会との

連携で地域を守ります。同時に闇バイトに陥らないように若者への雇用対策も求めていきます。 

また空き家対策は４月から新たに市役所に「住宅政策課」を設置し、対策も一元化していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ♯ 赤川ようじの市政ホットライン ０４－２９４８－８８９９ ♯ 

 インボイス制度中止を求める意見書提案 

の  昨年１０月から導入された「インボイス制度」が実施されてから、企業の倒産、小規模事業者の

中には消費税を払うため金融機関からの融資を断られ自殺者を出す事態にもなっています。３０年

間続いた不景気の上コロナでダブルショック状態の中のインボイス導入は中止するべきで、まず景

気回復のための給付金と消費税を廃止、少なくても減税で国民生活を救うことが必要です。そのた

めの国への意見書を市議会に提案致しましたが、県議会では同様の意見書が可決されましたが、残

念ながら市議会では否決されました。３度目の提案でしたが、これからも提案していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

ズーム参加希望の方はこちら：reiwa.tokorozawa2027@gmail.com 


